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この研究は、アフリカの多くの国々において政治は制度化されたシステムにのっとっていないが、だからといってそれを十分に確立された政治秩序からの逸脱 し とらえるのではなく、クーデタ、陰謀、クライアンテリズム、腐敗、派閥主義等々を構成要素としてもつ、特徴的な政治システムとしてとらえるべきだと提唱する。この認識にもとづき、制度によってではなく、政治家たち自身によって構造化されている 統治者
と寡頭支配層を関係づけるシステムが「個人支配」とされる。この研究は、制度化された側面と非公式な側面の二重性を強調する、一九八○年代以降一般的になったアフリカ国家観のはしりともいえ、今日なお 定の有効性をもっている。
しかし、 「個人支配」概念が提唱
されてから、すでに四半世紀が経過した。それ以後に登場した統治者をあらたに考慮 対象に取りこみながら、 「個人支配」概念を再吟味し、そこで扱われなかった論点を意欲的に探索する必要がある ではないか。このような基本的な問題意識にもとづいて、二○○五年度から二年間にわたり実施された「アフリカの個人支配再考」研究会の成果が本書である。
アフリカの統治者は数が多いこと
もあり、知名度の高いごく一部の統治者を除いて、基本的情報をえるのすら困難であ 本書では 研究状況に鑑み、全二四二人、返り咲きを含めたのべ二六五代の統治すべに関して、統 名、生没年、肩書き・称号、おもな経歴、就任時点、就任・留任の 、終了時点 終了の経緯をまとめた網羅的な一覧表を作成した（巻末資料、編者作成） 。これは世界的にみても 類似 試みが近年絶えてなかったも であり、本書の大きな成果のひとつといえる。
また、 「個人支配」研究を例外と
して、先行研究が豊かとはいえない状況に照らし、本書所収の六篇の事
例研究は、政治学、地域研究、人類学とそれぞれ異なる見地から、統治者研究の可能性を自由かつ野心的に探っている。所収論文は、ナイジェリアの計八代 軍人指導者を対象とした個人支配の様態の分析（第二章、落合雄彦論文） 、ケニアでの憲法見直しプロセスを題材とした、権力闘争と制度的側面の関連の分析（第三章、津田みわ論文） 、ソマリアにおける崩壊国家状況と、それに先行したシアド・バーレ政権の関係性を、おもに社会統合や歴史認識の側面から探っ 分析（第四章、遠藤貢論文） 、南スーダンのリ ダーとして嘱望されながら二○○五年に急死したジョン・ガランの人と経歴に関する研究（第五章 栗本英世論文）ジェノサイドを稼働させたパトロン・クライアント・ネットワークの綿密な分析を通した、ルワンダのハビャリマナ大統領の政治体制の分析（第六章、武内進一論文） 、村落部における統治イデオロギーの受容のあり方からみる コートディヴォワールのウフエ＝ボワニ大統領の統治に関するあたらしい視座の提示（第七章、真島一郎論文） 、である。いずれも、対象国に関する深い知識に裏打ちされた、読みごたえのある統治者論となっている。アフリカ政に関心のある方はもちろんのこと、他の地域を専門とする方もぜひ手にとっていただければ幸いであ 。
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